
健康で明るい生活願い
非行ぼうしプレゼント

　葛巻地区更正保護女性の会（会員６人）は、町内の中学
校新１年生45人に帽子型のマスコット「非行ぼうし」を
プレゼントしました。このマスコットは、色鮮やかなひも
やリボンを使って会員が手作りしたもので、「家族、近所
の人にあいさつを」「励まし合う真の友達に」などの健や
かな成長を願うメッセージも添えられています。
　４月９日、保護司の長岡功さん（田子）と共に葛巻中学
校を訪問した同会代表の長岡ハルさん（城内小路）と会員
の中村榮子さん（浦子内）は「地域のみんなが見守ってい
ます。健康で明るい生活を送り、より良い中学校生活にし
てほしい」と呼びかけ、マスコットを手渡しました。
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マスコットを手渡す長岡ハルさん
㊨と代表して受け取る竹田瑛登さ
ん（葛巻中１年）

湘南ひまわりネットワーク理事長の武井さん㊧からの
プレゼントに喜ぶ小屋瀬小の児童

被災地へ物品支援した
武井さ　

ん小屋瀬小を訪問
　ＮＰＯ法人湘南ひまわりネットワーク（神奈川県藤沢市）
の武井日
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事務局長は４月15日、小
屋瀬小学校（高橋康子校長、児童20人）を訪問。児童に
図書カードやキーホルダーなどをプレゼントしたほか、児
童と一緒に給食を食べ交流を深めました。
　同法人は東日本大震災後、子どもたちを応援しようと、
東北各地の小中学校などに支援物資を送り、小屋瀬小学校
にもさまざまな物品が届けられました。同校が感謝の手紙
を送ったことをきっかけに交流が始まり、今回が２回目の
来校となりました。佐藤里

り

咲
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さん（６年）は「私も困って
いる人がいたら助けられる人になりたい」と感謝しました。

乾燥シーズンが到来！
山火事防止のパレード

　町山火事防止対策協議会は４月15日、山火事防止パレー
ドを行い、町消防団員、葛巻分署員、町森林組合職員など
約40人が参加しました。
　役場前で行われた出発式で鈴木重男町長は「入山者など
に対しての防火思想の高揚を図り、パレードを通じて山火
事防止の徹底を呼び掛けてほしい」とあいさつしました。
　関係者らは消防車両など18台に分乗し、山火事注意の
横断幕を掲げ、町内３方向へ分かれてパレードしました。
　五日市保育園の幼年消防クラブは同日、３歳以上の園児
９人が同地区の国道沿いで、走行する車両や通行人に元気
よく山火事防止を呼び掛けました。
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ショウ開催
漆眞下孝幸さ　

　んが名誉賞
　県北ホルスタインクラブ（八幡勝幸会長）主催の第41
回県北ブラック＆ホワイトショウは４月19日、くずまき
高原牧場体験交流センターで開催されました。
　町内から55頭、山形県と近隣町村から52頭、計107頭
の酪農家自慢の牛が出品され、体型や発育の程度、乳房の
成長度など改良の成果を競い合いました。
　審査の結果、経産牛の名誉賞は、第10部１位の漆眞下
孝幸さん（大沢）に輝きました。このほか、各部の１位に
入賞された当町の出品者は次のとおりです（敬称略）。

▽第２部＝中村大地（大沢）　 ▽第７部＝折元大樹（遠矢場）

▽第11部＝田野訓（土谷川）

木のぬくもりいっぱいの「グループホーム和や家く
ずまき」。施設外観㊤と居間・食堂を見学する関係者

意欲と希望でいっぱい
酪農研修に４人が入所

　岩手町の株式会社介護いわて（冨澤和博代表取締役）が
小屋瀬地区に建設を進めていた「グループホーム和や家く
ずまき」が完成し、４月１日にオープンしました。
　同社が運営するこの施設は、木造平屋建て、個室９室、
共同の居間や食堂、浴室などを備え、町産の集成材を多用
した木のぬくもりがいっぱいの造りとなっています。職員
は８人で、良質のサービスを提供できるよう努めています。
　３月28日、施設見学会と完成祝賀会が行われ、関係者約
40人が出席。冨澤理事長は「利用者の家族の要望に応えな
がら、職員一丸となり地域に貢献することを約束します」
と決意を述べました。
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小屋瀬地区に介護施設
　町山地酪農研修センターの入所式は４月６日、くずまき
交流館プラトーで行われました。第36期生となる今年度
の研修生は、町内から２人、町外から２人の計４人。３月
までの１年間、くずまき高原牧場内での酪農や製造、サー
ビス部門での研修を積みます。
　式で鈴木重男町長は「健康に留意しながら研修に励み、
将来は、この葛巻で夢や希望をかなえ活躍してほしい」と
あいさつ。研修生を代表して岩手町出身の山﨑さゆりさん
(20)が「食料生産に対する広い視野と識見を身に付けるた
め、さまざまな体験をし、全てに精通できる人材になれる
よう努力します」と力強く誓いの言葉を述べました。

役場前での出発式を終え、田部方面へパレードに向
かう消防車両

やる気満々の研修生。左から伊藤駿さん (24) ＝矢巾
町＝、山﨑さゆりさん、向川原弥生さん (20) ＝橋場＝、
田村優花さん (19) ＝浦子内＝

第１部から第12部まで、部門ごとに入念な審査が行
われた共進会
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